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ひまわりの里（栃木県野木町提供）

栃木県最南端に位置する「ひまわ
りの里　野木町」。毎年７月に開
催する「ひまわりフェスティバ
ル」では、約20万本のひまわり
が咲き誇り、夏の風物詩としてた
くさんの観光客に楽しんでいただ
いています。

写真キャプション

　

去
る
7
月
10
日
に
行
わ
れ
た
参
院
選
は
自
民
・
公

明
の
大
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
の
各
党
の
選

挙
公
約
は
道
州
制
を
ど
う
扱
っ
て
い
た
か
。

　

自
民
党
の「
総
合
政
策
集
2
0
1
6 

J
–フ
ァ
イ
ル
」

の
「
道
州
制
の
導
入
に
向
け
て
」
は
、「
道
州
は
、
従

来
の
国
家
機
能
の
一
部
を
担
い
、
国
際
競
争
力
を
持
つ

地
域
経
営
の
主
体
と
し
て
構
築
す
る
と
と
も
に
、
基

礎
自
治
体
は
、
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
と
し

て
、
住
民
に
直
接
関
わ
る
事
務
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、

自
ら
実
践
で
き
る
地
域
完
結
性
を
有
す
る
主
体
と
し

て
構
築
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
導
入
ま
で
の
間
は
、
地

域
の
自
主
自
立
を
め
ざ
し
活
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、

地
方
公
共
団
体
間
で
の
広
域
的
な
連
携
の
取
組
み
の

後
押
し
を
図
る
た
め
、
広
域
連
合
の
活
用
、
道
州
制

特
区
法
の
活
用
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。」
と
し
て
い
る
。

　

道
州
制
が
「
道
州
と
基
礎
自
治
体
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
の
は
変
わ
り
な
い
が
、「
地
域

完
結
性
を
有
す
る
」
と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
る
の

は
驚
き
で
あ
る
。

　

現
在
の
自
民
党
道
州
制
推
進
本
部
は
、「
道
州
制
推

進
基
本
法
案
（
骨
子
案
）」（
平
成
26
年
4
月
2
日
版
）

を
基
に
、党
内
議
論
を
再
開
す
る
と
し
て
い
る
。
実
は
、

2
0
1
2
年
9
月
の
段
階
の
骨
子
案
に
は
「
地
域
完

結
性
を
有
す
る
主
体
」
と
か
、「
市
町
村
の
区
域
を
基

礎
と
し
て
編
成
し
」
と
い
う
よ
う
に
明
ら
か
に
市
町

村
合
併
を
前
提
に
し
て
い
る
文
言
が
あ
り
、
全
国
町

村
会
等
か
ら
の
批
判
を
受
け
て
削
除
・
修
文
し
た
経

緯
が
あ
る
。
4
月
2
日
版
に
も
こ
の
文
言
は
な
い
。

そ
れ
を
選
挙
公
約
で
復
活
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
推
進
本
部
は
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
留
意

事
項
と
し
て
「
基
礎
自
治
体
（
市
町
村
）
の
合
併
は
、

強
制
し
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、「
地
域
完
結
性
を
有

す
る
」
と
い
う
文
言
を
選
挙
公
約
で
復
活
さ
せ
た
こ

と
に
関
し
納
得
で
き
る
説
明
が
ほ
し
い
。

　

公
明
党
の
選
挙
公
約
に
は
道
州
制
の
記
載
は
見
ら

れ
な
い
が
、
公
明
党
は
自
民
党
の
「
骨
子
案
」
に
基

本
的
に
同
調
し
て
お
り
、
推
進
法
案
の
国
会
提
出
と

な
れ
ば
共
同
歩
調
を
取
る
だ
ろ
う
。
民
進
党
は
、「
政

策
集
2
0
1
6
」
で
、
潰
え
た
は
ず
の
「
地
域
主
権
・

地
域
主
権
改
革
」
を
再
び
掲
げ
、「
基
礎
自
治
体
の
強

化
を
図
り
つ
つ
、
道
州
制
へ
の
移
行
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
選
択
を
尊
重
し
ま
す
。」

と
し
て
い
る
。
民
進
党
が
移
行
を
め
ざ
す
と
す
る
「
道

州
制
」
は
ど
う
い
う
内
容
の
も
の
で
、「
地
域
の
選
択
」

と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、
市
町
村
合
併
を
せ
ず
に
道

州
制
へ
の
移
行
が
可
能
な
の
か
問
い
質
し
た
い
。
国

会
で
憲
法
改
正
論
議
が
行
わ
れ
る
中
で
道
州
制
が
ど

う
扱
わ
れ
る
の
か
要
注
意
で
あ
る
。

東
京
大
学
名
誉
教
授

大お
お

森も
り

　
　
彌わ

た
る

参
院
選
で
の
道
州
制
に
関
す
る
選
挙
公
約

東
日
本
大
震
災
の
復
興
状
況
視
察
の
た
め
藤
原
会
長
が
宮
城
県
を
訪
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑵

「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑶

平
成
二
十
七
年
度
公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告
＝
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
…
…
⑺

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑼

「
町
民
と
創
る
住
み
や
す
さ
、
や
さ
し
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
里
庄
」

岡
山
県
里
庄
町
長　

大
内　

恒
章
…
⑾

活�

動

政�

策

情�

報

情�

報

随�

想



　

全
国
町
村
会
の
藤
原
忠
彦
会
長

（
長
野
県
川
上
村
長
）
は
7
月
12
日
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況
を

視
察
す
る
た
め
、
宮
城
県
山
元
町
と

亘
理
町
を
訪
問
し
た
。

　

山
元
町
で
は
、
藤
原
会
長
と
村
上

英
人
宮
城
県
町
村
会
長（
蔵
王
町
長
）

が
、
齋
藤
俊
夫
町
長
と
面
談
、
意
見

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
の
町

村
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
応
援
職
員

を
激
励
し
た
。
そ
の
後
、
齋
藤
町
長

の
案
内
で
整
備
の
進
む
新
市
街
地
な

ど
町
内
の
復
興
状
況
を
視
察
し
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

亘
理
町
で
は
、
齋
藤
貞
町
長
と
面

談
、
地
域
の
復
興
状
況
や
今
後
の
見

通
し
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
と
と
も
に
、
全
国
の
町
村
か
ら
派

遣
さ
れ
て
い
る
応
援
職
員
を
激
励
し

た
。
そ
の
後
、
同
町
荒
浜
地
区
を
訪

れ
、
減
災
を
念
頭
に
整
備
し
た
防
潮

堤
等
を
視
察
し
た
。

　

山
元
町
、亘
理
町
の
視
察
の
中
で
、

藤
原
会
長
は
、全
国
町
村
会
と
し
て
、

被
災
町
村
の
復
旧
・
復
興
の
更
な
る

加
速
化
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
国

に
対
し
万
全
の
支
援
を
求
め
て
い
く

と
述
べ
た
。

▲�齋藤貞亘理町長（左端）、各自治体から派遣されている
応援職員と意見交換を行う藤原全国町村会長（右端）、
村上宮城県町村会長（右から２人目）。

亘理町 山元町

▲�藤原全国町村会長（前列右から３人目）、村上宮城県町
村会長（前列左から３人目）、齋藤俊夫山元町長（前列
右から２人目）と各自治体から派遣されている応援職
員（後列）。

▲�整備が進む亘理町荒浜地区の防潮堤。

亘理町 山元町

▲�つばめの杜地区新市街地に整備された子育て拠点施設。

東日本大震災の復興状況視察のため
藤原会長が宮城県を訪問 全国町村会
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１
　
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
背
景
・
経
緯

政
府
は
こ
れ
ま
で
、「
観
光
立
国
の
実

現
」
に
向
け
て
、
ビ
ザ
の
戦
略
的
緩
和
、

消
費
税
免
税
制
度
の
拡
充
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
体
制

の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
27
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
は
、
平
成
24
年
の
８
３
６
万
人
の
２
倍

以
上
と
な
る
１
、
９
７
４
万
人
（
対
前
年

比
47
・
１
％
増
）
ま
で
増
加
し
、
過
去
最

高
を
更
新
し
た
（
図
１
）。
ま
た
、
訪
日
外

国
人
旅
行
消
費
額
も
、
１
兆
円
余
り
だ
っ

た
平
成
24
年
か
ら
、
平
成
27
年
に
は
３
兆

４
、
７
７
１
億
円
ま
で
拡
大
し
（
図
１
）、

自
動
車
部
品
産
業
の
輸
出
総
額
に
匹
敵
す

る
規
模
に
ま
で
成
長
し
て
い
る
（
図
２
）。

こ
の
よ
う
に
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

２
、
０
０
０
万
人
の
目
標
達
成
が
視
野
に

入
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
の
時
代

の
新
た
な
目
標
の
設
定
と
そ
の
た
め
に
必

要
な
対
応
の
検
討
を
行
う
た
め
、
平
成
27

年
11
月
、
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
、
内
閣

官
房
長
官
及
び
国
土
交
通
大
臣
を
副
議
長

と
す
る
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」（
以
下
、観
光
ビ
ジ
ョ

ン
構
想
会
議
）が
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
下
に
、
内
閣
官
房
長
官
を
座
長
、
国

土
交
通
大
臣
を
座
長
代
理
と
す
る
「
明
日

の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会

議
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」が
設
置
さ
れ
、

各
界
で
活
躍
す
る
有
識
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
じ
て
課
題
を
整
理
し
、
関
係
府

省
を
交
え
対
応
策
に
係
る
精
力
的
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
が
、本
年
３
月
、

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
に
お
い
て
、「
明

日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以

下
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
し
て
と
り
ま
と

め
ら
れ
た
。

２
　
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
観
光
先
進
国
」

と
い
う
新
た
な
高
み
を
目
指
す
べ
く
、
従

来
の
政
府
目
標
を
大
幅
に
前
倒
し
し
て
新

〔図１〕

〔図２〕

観
光
庁　

観
光
戦
略
課

訪日外国人旅行者数と訪日外国人旅行消費額の推移について

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局(JNTO)
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「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
つ
い
て

政 策解説

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

政　策

第2968号3　平成28年 8 月 1 日



た
な
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
（
図

３
）、
そ
の
目
標
実
現
の
た
め
、「
３
つ
の

視
点
」
を
柱
と
す
る
「
10
の
改
革
」
を
盛

り
込
ん
だ
（
次
頁
図
４
・
５
）。

⑴
新
た
な
目
標

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
に
は
現
在
の
約
２
倍
と
な
る

４
、
０
０
０
万
人
、
２
０
３
０
年
に
は
約

３
倍
と
な
る
6
、
０
０
０
万
人
を
目
標
に

掲
げ
た
。
ま
た
、「
地
方
」
と
「
消
費
」

と
い
う
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

従
い
、
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
に
つ
い

て
、
２
０
２
０
年
に
は
現
在
の
２
倍
を
超

え
る
８
兆
円
、
２
０
３
０
年
に
は
４
倍
を

超
え
る
15
兆
円
を
目
標
と
す
る
と
と
も

に
、
地
方
部
で
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
に
は
現
在
の
３

倍
弱
と
な
る
7
、
０
０
０
万
人
泊
、

２
０
３
０
年
に
は
５
倍
超
と
な
る
１
億

3
、
０
０
０
万
人
泊
を
目
標
に
掲
げ
た
ほ

か
、
外
国
人
リ
ピ
ー
タ
ー
数
や
日
本
人
国

内
旅
行
消
費
額
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
目

標
を
設
定
し
た
。

⑵
「
３
つ
の
視
点
」
と
「
10
の
改
革
」

【
視�

点
１
】
観
光
資
源
の
魅
力
を
極
め
、

地
方
創
生
の
礎
に

我
が
国
は
、
歴
史
あ
る
文
化
財
や
多
様

性
に
富
ん
だ
自
然
な
ど
豊
か
な
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
、
魅
力
的
な
旅
行
先
と
し
て
高

い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
魅
力
あ
る
公
的
施

設
や
文
化
財
に
つ
い
て
、
公
開
が
限
定
的

で
あ
る
、
多
言
語
で
分
か
り
や
す
い
解
説

や
案
内
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

1
つ
目
の
視
点
と
し
て
「
観
光
資
源
の
魅

力
を
極
め
、
地
方
創
生
の
礎
に
」
を
掲
げ
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
①
迎
賓
館
な
ど

の
魅
力
あ
る
公
的
施
設
を
広
く
国
民
、
世

界
に
公
開
・
開
放
す
る
こ
と
、
②
２
０
２
０

年
ま
で
に
文
化
財
を
核
と
す
る
観
光
拠
点

を
全
国
で
２
０
０
整
備
し
、
分
か
り
や
す

い
多
言
語
解
説
な
ど
1
、
０
０
０
事
業
を

展
開
す
る
な
ど
、
文
化
財
に
つ
い
て
、「
保

存
優
先
」
か
ら
観
光
客
目
線
で
の
「
理
解

促
進
」、「
活
用
」
へ
舵
を
切
る
こ
と
、
③

２
０
２
０
年
を
目
標
に
、
全
国
５
箇
所
の

国
立
公
園
を
体
験
・
活
用
型
の
空
間
へ
と

集
中
改
善
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
立
公

園
を
世
界
水
準
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
」

へ
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
、
④
２
０
２
０

年
を
目
途
に
、
全
都
道
府
県
で
景
観
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
美
し
い

街
並
み
を
創
出
す
る
と
い
っ
た
取
組
を
盛

り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
視�

点
２
】
観
光
産
業
を
革
新
し
、
国
際

競
争
力
を
高
め
、
我
が
国
の
基
幹
産

業
に

国
際
観
光
客
は
２
０
３
０
年
に
18
億
人

ま
で
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
る
中

（
２
０
１
０
年
9
・
4
億
人
）、
こ
れ
を
奪

い
合
う
世
界
各
国
・
地
域
と
の
熾
烈
な
競

争
に
勝
ち
抜
く
た
め
、
我
が
国
の
観
光
産

業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
観
光
産
業
は
、
旅
行
業
、
宿

泊
業
の
み
な
ら
ず
、
運
輸
（
航
空
、
鉄
道

等
）、
飲
食
、
小
売
り
な
ど
極
め
て
裾
野

〔図３〕

訪日外国人旅行消費額

安倍内閣３年間の成果

新たな目標への挑戦！

戦略的なビザ緩和、免税制度の拡充、出入国管理体制の充実、航空ネットワーク拡大
など、大胆な「改革」を断行。

・訪日外国人旅行者数は、２倍増の約2000万人に

・訪日外国人旅行消費額は、３倍増の約３.５兆円に

（2012年） （2015年）

836万人 ⇒ 1974万人

１兆846億円 ⇒ ３兆4771億円

地方部での外国人延べ宿泊者数

外国人リピーター数

日本人国内旅行消費額

訪日外国人旅行者数 2020年： 4,000万人 2030年： 6,000万人

2020年： 8兆円 2030年： 15兆円

2020年： 7,000万人泊 2030年：1億3,000万人泊

2020年： 2,400万人 2030年： 3,600万人

2020年： 21兆円 2030年： 22兆円

新たな目標値について

（2015年の約2倍） （2015年の約3倍）

（2015年の2倍超） （2015年の4倍超）

（2015年の3倍弱）

（2015年の約2倍）

（2015年の5倍超）

（2015年の約3倍）

（最近5年間の平均から約5％増） （最近5年間の平均から約10％増）

３
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が
広
く
、
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
有
す

る
総
合
産
業
で
あ
り
、観
光
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

こ
れ
ら
観
光
産
業
の
競
争
力
強
化
や
生
産

性
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
我
が
国
の

基
幹
産
業
へ
と
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

す
と
し
た
。

こ
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、

「
観
光
産
業
を
革
新
し
、
国
際
競
争
力
を

高
め
、
我
が
国
の
基
幹
産
業
に
」
と
い
う

視
点
の
下
、
⑤
60
年
以
上
経
過
し
た
古
い

規
制
・
制
度
（
通
訳
案
内
士
・
旅
行
業
な

ど
）
の
抜
本
的
な
見
直
し
、
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
経
営
人
材
育
成
、
民
泊
ル
ー
ル
の
整

備
、
宿
泊
業
の
生
産
性
向
上
な
ど
、
総
合

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
推
進
・
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
観
光
産
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る

〔図４〕

〔図５〕

視 点 １
「観光資源の魅力を極め、

地方創生の礎に」

視 点 ２
「観光産業を革新し、国際競争力

を高め、我が国の基幹産業に」

視 点 ３

「すべての旅行者が、ストレスなく
快適に観光を満喫できる環境に」

■「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、
そして世界に開放
・赤坂や京都の迎賓館などを大胆に公開・開放

■「文化財」を、「保存優先」から観光客
目線での「理解促進」、そして「活用」へ
・2020年までに、文化財を核とする観光拠点を
全国で200整備、わかりやすい多言語解説など
1000事業を展開し、集中的に支援強化

■「国立公園」を、
世界水準の「ナショナルパーク」へ
・2020年を目標に、全国５箇所の公園について
民間の力も活かし、体験・活用型の空間へと
集中改善

■おもな観光地で「景観計画」をつくり、
美しい街並みへ
・2020年を目途に、原則として全都道府県・
全国の半数の市区町村で「景観計画」を策定

■古い規制を見直し、
生産性を大切にする観光産業へ
・60年以上経過した規制・制度の抜本見直し、
ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの経営人材育成、民泊ﾙｰﾙの整備、
宿泊業の生産性向上など、総合ﾊﾟｯｹｰｼﾞで
推進・支援

■あたらしい市場を開拓し、
長期滞在と消費拡大を同時に実現
・欧州・米国・豪州や富裕層などをﾀｰｹﾞｯﾄにした
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、戦略的なﾋﾞｻﾞ緩和などを実施

・MICE誘致・開催の支援体制を抜本的に改善
・首都圏におけるﾋﾞｼﾞﾈｽｼﾞｪｯﾄの受入環境改善

■疲弊した温泉街や地方都市を、
未来発想の経営で再生・活性化
・2020年までに、世界水準DMOを全国100形成
・観光地再生・活性化ﾌｧﾝﾄﾞ、規制緩和などを
駆使し、民間の力を最大限活用した
安定的・継続的な「観光まちづくり」を実現

■ソフトインフラを飛躍的に改善し、
世界一快適な滞在を実現
・世界最高水準の技術活用により、出入国審査の
風景を一変

・ｽﾄﾚｽﾌﾘｰな通信・交通利用環境を実現
・ｷｬｯｼｭﾚｽ観光を実現

■「地方創生回廊」を完備し、
全国どこへでも快適な旅行を実現
・「ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾚｰﾙﾊﾟｽ」を訪日後でも購入可能化
・新幹線開業やｺﾝｾｯｼｮﾝ空港運営等と連動した、
観光地へのｱｸｾｽ交通充実の実現

■「働きかた」と「休みかた」を改革し、
躍動感あふれる社会を実現
・2020年までに、年次有給休暇取得率70％へ向上
・家族が休暇をとりやすい制度の導入、休暇取得
の分散化による観光需要の平準化

これまでの議論を踏まえた課題

「明日の日本を支える観光ビジョン」－世界が訪れたくなる日本へ－ 概要

■我が国の豊富で多様な観光資源を、
誇りを持って磨き上げ、その価値を
日本人にも外国人にも分かりやすく
伝えていくことが必要。

■観光の力で、地域の雇用を生み出し、
人を育て、国際競争力のある生産性の
高い観光産業へと変革していくことが
必要。

■CIQや宿泊施設、通信・交通・決済など、
受入環境整備を早急に進めることが必要。

■高齢者や障がい者なども含めた、すべての
旅行者が「旅の喜び」を実感できるような
社会を築いていくことが必要。

「観光先進国」への「３つの視点」と「１０の改革」

１

平成28年３月30日策定

２ 観光産業を革新し、国際競争力
を高め、我が国の基幹産業に

３ すべての旅行者が、ストレスなく
快適に観光を満喫できる環境に

■魅力ある公的施設・ｲﾝﾌﾗの大胆な公開・開放
・赤坂や京都の迎賓館に加え、我が国の歴史や伝統
に溢れる公的施設を一般向けに公開・開放

■文化財の観光資源としての開花
・2020年までに、文化財を核とする観光拠点を
全国で200整備、わかりやすい多言語解説など
1000事業を展開し、集中的に支援強化

■国立公園の「ﾅｼｮﾅﾙﾊﾟｰｸ」としてのﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化
・2020年を目標に、全国５箇所の公園について
民間の力を活かし、体験・活用型の空間へと
集中改善

・2020年までに、外国人利用者数を1000万人に

■景観の優れた観光資産の保全・活用による
観光地の魅力向上
・2020年を目途に、原則として全都道府県、
全国の半数の市区町村で「景観計画」を策定

・歴まち法の重点区域などで無電柱化を推進

■滞在型農山漁村の確立・形成
・日本ならではの伝統的な生活体験と非農家を含む
農村地域の人々との交流を楽しむ「農泊」を推進
し、2020年までに全国の農山漁村で50地域創出

■地方の商店街等における観光需要の獲得・
伝統工芸品等の消費拡大
・2020年までに、商店街等において、50箇所で
街並み整備、1500箇所で外国人受入環境整備

・2020年までに、外国人受入可能な伝統的工芸品
産地を100箇所以上に

■広域観光周遊ﾙｰﾄの世界水準への改善
・修景や体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発等に国から専門家ﾁｰﾑ
（ﾊﾟﾗｼｭｰﾄﾁｰﾑ）を派遣

■東北の観光復興
・東北６県の外国人宿泊者数を2020年150万人泊
（2015年の３倍）に

「明日の日本を支える観光ビジョン」施策概要

１ 観光資源の魅力を極め、
地方創生の礎に

■観光関係の規制・制度の総合的な見直し
・通訳案内士、ﾗﾝﾄﾞｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、宿泊業等の抜本見直し

■民泊ｻｰﾋﾞｽへの対応
・現行制度の枠組みにとらわれない宿泊法制度の
抜本見直し（本年６月中目途に検討会とりまとめ）

■産業界ﾆｰｽﾞを踏まえた観光経営人材の育成強化
・2020年までに、ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの経営人材の恒常的な
育成拠点を大学院段階（MBAを含む）に形成

■宿泊施設不足の早急な解消及び多様なﾆｰｽﾞに
合わせた宿泊施設の提供
・旅館等におけるｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ投資などを促進

■世界水準のDMOの形成・育成
・2020年までに、世界水準DMOを全国で100形成

■「観光地再生・活性化ﾌｧﾝﾄﾞ」の継続的な展開
・観光まちづくりに関する投資や人材支援を安定的
・継続的に提供できる体制を整備

■次世代の観光立国実現のための財源の検討
・観光施策に充てる国の追加的な財源確保策を検討

■訪日ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの戦略的高度化
・海外著名人の日本文化体験映像を海外ｷｰ局で配信

■ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ観光促進のための多様な魅力の対外
発信強化
・在外公館や放送ｺﾝﾃﾝﾂなどを活用した情報発信

■MICE誘致の促進
・政府ﾚﾍﾞﾙでの誘致支援体制の構築

■ﾋﾞｻﾞの戦略的緩和
・中国、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ﾍﾞﾄﾅﾑ、ｲﾝﾄﾞ、ﾛｼｱの５ヶ国を対象

■訪日教育旅行の活性化
・「2020年までに４万人から５割増」の早期実現

■観光教育の充実
・総合的な学習の時間等における教材の作成・普及

■若者のｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞ活性化
・若者割引等のｻｰﾋﾞｽ開発を通じた海外旅行の推進

■最先端技術を活用した革新的な出入国審査等
の実現
・世界最高水準の顔認証技術の導入などを促進

■民間のまちづくり活動等による「観光・まち
一体再生」の推進
・宿泊施設や観光ﾊﾞｽ乗降場等の整備促進

■ｷｬｯｼｭﾚｽ環境の飛躍的改善
・2020年までに、主要な観光地等における「100
％のｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ対応化」などを実現

■通信環境の飛躍的向上と誰もが一人歩きでき
環境の実現
・無料Wi-Fi環境とSIMｶｰﾄﾞの相互補完の利用促進

■多言語対応による情報発信
・中小事業者のWEBｻｲﾄの約半分を多言語化

■急患等にも十分対応できる外国人患者受入体
制の充実
・2020年までに、外国人患者受入体制が整備され
た医療機関を全国100箇所整備（現在の約５倍）

■「世界一安全な国、日本」の良好な治安等を
を体感できる環境整備
・外国語対応可能な警察職員の配置等の体制整備

■「地方創生回廊」の完備
・「ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾚｰﾙﾊﾟｽ」を訪日後でも購入可能に

■地方空港のｹﾞｰﾄｳｪｲ機能強化とLCC就航促進
・複数空港の一体運営（ｺﾝｾｯｼｮﾝ等）の推進

■ｸﾙｰｽﾞ船受入の更なる拡充
・2020年に訪日ｸﾙｰｽﾞ旅客を500万人に

■公共交通利用環境の革新
主要な公共交通機関の海外ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ予約を可能に

■休暇改革
・2020年までに年次有給休暇の取得率を70％に

■ｵﾘﾊﾟﾗに向けたﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの推進
・高い水準のﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ化と心のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰを推進

２

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

政　策

第2968号5　平成28年 8 月 1 日



こ
と
、
⑥
日
本
文
化
・
歴
史
に
関
心
が
高

く
、
長
期
滞
在
の
傾
向
が
あ
る
欧
米
豪
の

旅
行
者
や
富
裕
層
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
や
、

戦
略
的
な
ビ
ザ
緩
和
な
ど
に
よ
り
、
新
し

い
市
場
を
開
拓
し
、
長
期
滞
在
と
消
費
拡

大
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
、
⑦
２
０
２

０
年
ま
で
に
、
各
地
で
観
光
地
域
づ
く
り

を
主
導
す
る
世
界
水
準
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（D
estin

a
tio

n
 M

a
n

a
g

em
en

t/
M

arketing O
rganization

）
を
全
国

で
１
０
０
形
成
す
る
こ
と
や
、
観
光
地
再

生
・
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
す
る
こ
と

等
を
通
じ
て
、
疲
弊
し
た
温
泉
街
や
地
方

都
市
を
未
来
発
想
の
経
営
で
再
生
・
活
性

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
視�

点
３
】
す
べ
て
の
旅
行
者
が
、
ス
ト

レ
ス
な
く
快
適
に
観
光
を
満
喫
で
き

る
環
境
に

今
後
、
よ
り
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
を

受
け
入
れ
、
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

を
含
め
、「
す
べ
て
の
旅
行
者
が
、
ス
ト

レ
ス
な
く
快
適
に
観
光
を
満
喫
で
き
る
環

境
」
を
築
く
た
め
、観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

⑧
入
国
審
査
待
ち
時
間
20
分
以
内
の
実
現

の
た
め
、
世
界
最
高
水
準
の
技
術
を
活
用

し
た
出
入
国
審
査
を
実
施
す
る
こ
と
、
主

要
観
光
地
に
お
け
る
無
料W

i-Fi

環
境
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
、
海
外
発
行
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
が
可
能

な
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
促
進
等
に
よ
り
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
等
を
通

じ
、
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
を
飛
躍
的
に
改
善

し
、
世
界
一
快
適
な
滞
在
を
実
現
す
る
こ

と
、
⑨
こ
れ
ま
で
出
発
前
に
海
外
の
限
ら

れ
た
旅
行
代
理
店
で
の
み
購
入
可
能
で

あ
っ
た
「
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ー
ル
パ
ス
」（
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
が
提
供
す
る
外
国
人
旅

行
者
向
け
パ
ス
）
を
訪
日
後
で
も
購
入
可

能
に
す
る
こ
と
や
、
新
幹
線
開
業
や
空
路

新
設
な
ど
に
合
わ
せ
た
観
光
地
周
辺
ま
で

の
新
た
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
設
定
、
観

光
地
周
辺
で
の
交
通
の
充
実
等
に
よ
り
、

「
地
方
創
生
回
廊
」
を
完
備
し
、
全
国
ど

こ
へ
で
も
快
適
な
旅
行
を
実
現
す
る
こ

と
、
⑩
２
０
２
０
年
ま
で
に
年
次
有
給
取

得
率
を
70
％
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

家
族
が
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
の
導

入
、
休
暇
取
得
の
分
散
化
に
よ
る
観
光
需

要
の
平
準
化
等
に
よ
り
、「
働
き
か
た
」

と
「
休
み
か
た
」
を
改
革
し
、
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
を

掲
げ
た
。

３
　
最
後
に

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
踏
ま
え
、
本

年
５
月
13
日
、
政
府
の
今
後
１
年
間
を
目

途
と
し
た
短
期
的
な
行
動
計
画
と
し
て
、

「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
６
」（
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
６
）
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
「
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
６
」
で
は
、
例
え
ば
、
赤
坂
迎
賓

館
に
つ
い
て
、
前
庭
を
人
数
制
限
の
な
い

自
由
参
観
と
し
、
本
館
・
主
庭
に
つ
い
て

は
事
前
申
込
制
と
当
日
受
付
制
を
併
用
す

る
（
一
日
当
た
り
の
定
員
を
2
、
０
０
０

人
か
ら
4
、
０
０
０
人
へ
拡
大
す
る
）
こ

と
な
ど
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
盛
り
込
ま
れ

た
施
策
の
具
体
化
が
図
ら
れ
た
。今
後
は
、

政
府
一
丸
、官
民
一
体
と
な
っ
て
こ
の「
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
６
」
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
、
我
が
国
の
経

済
成
長
や
地
方
創
生
に
結
び
つ
け
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-73250120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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建
物
災
害
共
済
事
業

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る

建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
三

年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二

（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
基

づ
い
て
、
実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道
府

県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
共
済
委
託
団
体
の
財

政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件
の

加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
六
二
億

七
、
〇
七
五
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計

は
、
九
三
億
四
、
八
二
八
万
余
円
で
、
共
済
金

三
五
億
二
、
九
〇
〇
万
余
円
を
含
む
経
常
費
用

は
、
八
二
億
五
、
〇
九
六
万
余
円
と
な
り
、
異

常
危
険
準
備
金
の
繰
入
等
を
行
っ
た
結
果
、
当

期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
一
億
九
、
六
一
〇

万
余
円
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
１
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

受
託
件
数
は
三
八
四
、
七
〇
一
件
で
、
前
年

度
比
三
、二
八
四
件（
同
〇
・
九
％
）の
増
と
な
っ

た
。
ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
一
、
八

四
五
億
余
円
増
の
三
一
兆
六
、
九
七
三
億
余
円

と
な
っ
た
。
収
入
分
担
金
は
六
二
億
七
、
〇
七

五
万
余
円
で
、
前
年
度
実
績
六
一
億
六
、
七
六

四
万
余
円
に
比
し
一
億
三
一
一
万
余
円
（
同
一
・

七
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

本
年
度
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
２
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

罹
災
件
数
は
四
、
九
九
一
件
で
、
前
年
度
よ

り
二
九
一
件
（
同
五
・
五
％
）
の
減
と
な
り
、

支
払
共
済
金
は
前
年
度
よ
り
一
一
億
四
〇
〇
万

余
円
（
同
二
三
・
八
％
）
減
の
三
五
億
二
、
九

〇
〇
万
余
円
と
な
っ
た
。

な
お
、
収
入
分
担
金
六
二
億
七
、
〇
七
五
万

余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
五
六
・
二
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
３
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

罹
災
件
数
は
そ
の
他
の
施
設
が
最
も
多
く
、

支
払
共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て

は
環
境
衛
生
施
設
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

４
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金

を
概
算
見
積
り
の
う
え
、
三
四
億
八
、
四
九
九

万
余
円
を
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
計
上
し
た
。

５
、
異
常
危
険
準
備
金

風
水
災
、
地
震
・
津
波
等
の
巨
大
災
害
リ
ス

表⑴　建物共済受託実績
区　　　分 平成27年度 平成26年度 比較増減 増減率

件　　　数 384,701件 381,417件 3,284件 0.9％

共済責任額 31,697,357,274千円 31,512,789,277千円 184,567,997千円 0.6％

収入分担金 6,270,756,345円 6,167,640,230円 103,116,115円 1.7％

表⑵　建物共済罹災状況
区　　　分 平成27年度 平成26年度 比較増減 増減率

件　　　数 4,991件 5,282件 △291件 △5.5％

支払共済金 3,529,003,924円 4,633,005,181円 △1,104,001,257円 △23.8％

損　害　率 56.2％ 75.1％ △18.9％ ─

（注）△印は減を示す。

表⑶　建物共済用途別罹災状況
用　途　別 件　　数 支払共済金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学 校 関 係 施 設 923件（� 18.5％） 329,386,191円（� 9.3％） 5.2％（� 24.0％）

役 場 関 係 施 設 465　（� 9.3　） 307,760,273　（� 8.7　） 4.9　（� 74.0　）

医 療 関 係 施 設 71　（� 1.4　） 29,716,124　（� 0.8　） 0.5　（� 13.3　）

住 宅 施 設 425　（� 8.5　） 194,180,499　（� 5.5　） 3.1　（� 40.0　）

社会教育･文化施設 592　（� 11.9　） 402,268,754　（� 11.4　） 6.4　（� 43.5　）

福 祉 関 係 施 設 332　（� 6.6　） 148,773,911　（� 4.2　） 2.4　（� 26.4　）

体育･レクリエーション施設 631　（� 12.7　） 399,166,836　（� 11.3　） 6.4　（� 47.1　）

環 境 衛 生 施 設 582　（� 11.7　）1,157,979,627　（� 32.8　）18.4　（�166.4　）

そ の 他 の 施 設 970　（� 19.4　） 559,771,709　（� 15.9　） 8.9　（� 77.8　）

合　　　　　　　計 4,991　（�100.0　）3,529,003,924　（�100.0　）56.2　（　―　）

（注）�損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（��）は各用途別区
分収入に対する用途別の損害率である。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況等
区　　　分 過年度罹災支払額 平成27年度

件 数 49件 －　　件

災 害 見 舞 金 給 付 額 26,887,347円 －　　円

未 払 費 用 －　　円 60,943,330円

合 計 26,887,347円 60,943,330円

　

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災

害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
八
年
六
月
十
六
日
開
催
の
理
事
会
の
承
認
を
得
、
同
日
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
七
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件

災
害
共
済
規
約
第
十
八
条
の
『
地
方
自
治
法
二
六
三
条
の
二
の
第
二
項
に
定
め
る
事
業
の
経
営
状
況
の
通
知
等
は
、「
町
村
週
報
」
に
掲
載

す
る
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平
　
　
　
成

二
十
七
年
度

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
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ク
に
備
え
る
た
め
の
異
常
危
険
準
備
金
は
一
〇

七
億
九
、
一
九
九
万
余
円
と
な
っ
た
。

６
、
災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

本
年
度
に
お
い
て
は
、
表
（
４
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

７
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
三
三
四
億
五
、

九
九
三
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金

積
立
金
三
二
八
億
六
、
六
九
〇
万
余
円
、
運
営

準
備
積
立
金
五
億
九
、
三
〇
三
万
余
円
で
あ
る
。

８
、
消
防
設
備
資
金
融
資

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資

と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
表

（
５
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、

使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び

自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被

る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る

た
め
、
建
物
災
害
共
済
事
業
と
同
様
、
地
方
自

治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、

昭
和
三
十
三
年
十
月
に
発
足
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各

都
道
府
県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を

得
て
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
事
故
処
理
に
つ
い
て
は
査
定
専

門
員
を
配
置
し
、
査
定
体
制
の
強
化
を
は
か
り
、

早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め
て
い
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
二
七
億

七
、
四
八
九
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計

は
、
三
二
億
一
、
八
七
三
万
余
円
で
、
共
済
金

一
五
億
五
、
八
七
九
万
余
円
等
を
含
む
経
常
費

用
は
、
二
六
億
二
、
四
八
一
万
余
円
と
な
り
、

異
常
危
険
準
備
金
の
戻
入
等
を
行
っ
た
結
果
、

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
、
三
億
一
、
二

八
一
万
余
円
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
６
）
の
と
お

り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、

二
七
億
七
、
四
八
九
万
余
円
で
前
年
度
実
績
に

比
し
、八
一
六
万
余
円（
〇
・
三
％
）の
減
と
な
っ

た
。共

済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済

に
お
い
て
は
、
一
〇
九
、
三
四
三
台
で
前
年
度

比
三
二
二
台
（
〇
・
三
％
）
の
減
、
収
入
分
担

金
一
二
億
六
、
五
八
五
万
余
円
で
、
前
年
度
比

一
七
四
万
余
円
（
〇
・
一
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
賠
償
共
済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済

一
一
三
、
四
二
一
台
で
前
年
度
比
五
四
〇
台

（
〇
・
五
％
）、
対
人
賠
償
共
済
一
一
三
、
二
四

四
台
で
、
前
年
度
比
五
四
六
台
（
〇
・
五
％
）

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償

共
済
九
億
七
、
二
二
六
万
余
円
で
前
年
度
比
一

五
七
万
余
円
（
〇
・
二
％
）
の
減
、
対
人
賠
償

共
済
は
五
億
三
、
六
七
七
万
余
円
で
、
前
年
度

比
四
八
五
万
余
円（
〇
・
九
％
）の
減
と
な
っ
た
。

２
、
損
害
の
状
況

本
年
度
の
損
害
状
況
は
、
表
（
７
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
七
、
三
一
四
件
、

前
年
度
比
二
三
九
件
の
減
、
対
物
賠
償
共
済
は

一
、
八
九
七
件
、
前
年
度
比
一
二
六
件
の
減
、

対
人
賠
償
共
済
は
一
六
四
件
で
前
年
度
比
三
二

件
増
加
し
た
。

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
べ
、

車
両
共
済
が
五
・
八
％
減
少
、
対
物
賠
償
共
済

は
二
・
一
％
減
少
、
対
人
賠
償
共
済
は
一
・
四
％

増
加
し
た
。

３
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を

概
算
見
積
り
の
上
、
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
八

一
八
件
、
三
億
九
五
五
万
余
円
を
計
上
し
た
。

４
、
異
常
危
険
準
備
金

大
事
故
支
払
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
四
四

億
三
、
九
八
三
万
余
円
を
異
常
危
険
準
備
金
と

し
て
計
上
し
た
。

５
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）
お
よ
び
運
営
準
備
積
立
金

（
事
業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
、
一
二
八

億
三
、
八
八
八
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、

基
金
積
立
金
四
七
億
八
、
八
三
三
万
余
円
、
運

営
準
備
積
立
金
八
〇
億
五
、
〇
五
五
万
余
円
で

あ
る
。

表⑸　消防設備資金融資
貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末未償還元金

平成21年度 82件 1,633,900千円 1,378,652千円 255,248千円

平成22年度 81件 1,674,900千円 1,260,596千円 414,304千円

平成23年度 88件 1,957,200千円 1,087,114千円 870,086千円

平成24年度 82件 1,631,000千円 600,256千円 1,030,744千円

平成25年度 71件 1,515,700千円 284,506千円 1,231,194千円

平成26年度 66件 945,600千円 0千円 945,600千円

平成27年度 89件 2,003,800千円 0千円 2,003,800千円

合　　　計 559件 11,362,100千円 4,611,124千円 6,750,976千円

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車�両�共�済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
27
年
度

台　　 数 109,343台 113,421台 113,244台 336,008台

収入分担金 1,265,853,390円 972,266,020円 536,774,740円 2,774,894,150円
平
成
26
年
度

台 数 109,665台 113,961台 113,790台 337,416台

収入分担金 1,267,598,980円 973,833,320円 541,621,340円 2,783,053,640円
比
較
増
減
（
％
）

台 数 △322台 △540台 △546台 △1,408台
（△0.3％） （△0.5％） （△0.5％） （△0.4％）

収入分担金 △1,745,590円 △1,567,300円 △4,846,600円 △8,159,490円
（△0.1％） （△0.2％） （△0.9％） （△0.3％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車�両�共�済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
27
年
度

件 数 7,314件 1,897件 164件 9,375件

支払共済金 1,162,619,866円 342,844,107円 53,329,472円 1,558,793,445円

損 害 率 （91.8％） （35.3％） （9.9％） （56.2％）

平
成
26
年
度

件 数 7,553件 2,023件 132件 9,708件

支払共済金 1,237,350,432円 364,421,547円 46,232,736円 1,648,004,715円

損 害 率 （97.6％） （37.4％） （8.5％） （59.2％）
比
較
増
減（
％
）

件 数 △239件 △126件 32件 △333件

支払共済金 △74,730,566円 △21,577,440円 7,096,736円 △89,211,270円

損 害 率 （△5.8％） （△2.1％） （1.4％） （△3.0％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　△印は減を示す。
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町
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
産
業
な

ど
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
観
光
振
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
投
票
と
愛

称
の
公
募
を
経
て
2
0
1
1
年
に
「
あ
い
ち
ゃ

ん
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。
小
田
原
の
北
条
軍
と

甲
斐
の
武
田
軍
が
戦
っ
た
、
歴
史
上
名
高
い
山

岳
戦
「
三
増
合
戦
」
が
町
内
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
こ
と
に
ち
な
み
、
武
士
の
姿
を
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
、
町
の

鳥
・
カ
ワ
セ
ミ
を
あ
し
ら
っ
た
兜
と
カ
ワ
セ
ミ

の
羽
根
を
か
た
ど
っ
た
「
し
こ
ろ
」
だ
と
か
。

町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町

外
に
も
積
極
的
に
出
か
け
て
い
く
ア
ク
テ
ィ
ブ

派
。
新
町
発
足
60
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た

町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
、
歌
と
踊
り
の
「
あ
い

ち
ゃ
ん
音
頭
」
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
マ
ド
キ
男
子
ら
し
く
情
報

発
信
も
T
w
i
t
t
e
r
で
継
続
中
。「
愛
が
あ

ふ
れ
る
町
・
愛
川
町
」
の
い
い
と
こ
ろ
を
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
で
最
初
に
恐
竜
の
足
跡
化
石
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
で
有
名
な
神
流
町
に
は
、「
恐
竜

セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
サ
ウ
ル
ス
く
ん
は
、
そ

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
2
0
1
4
年
1
月
1
日
に
は
、
町
の

初
代
観
光
大
使
に
任
命
さ
れ
、
多
忙
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
恐
竜
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
ハ
ヤ
ミ
ナ
く
ん
と
ア
ン
モ
ち
ゃ
ん
と
は
、

今
で
も
仲
良
し
。
大
好
物
も
、
同
セ
ン
タ
ー
の

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
イ
グ
ア
ノ
丼
」
と

「
プ
テ
ラ
ノ
丼
」
な
ん
だ
と
か
。
ぽ
っ
ち
ゃ
り

お
腹
の
三
頭
身
で
す
が
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
名
手

だ
っ
た
り
し
て
、
意
外
や
意
外
、
ス
ポ
ー
ツ
は

万
能
。
日
本
で
最
初
に
見
つ
か
っ
た
恐
竜
の

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
施
さ
れ
た
ス
カ
ー
フ
を
身

に
付
け
る
な
ど
、
オ
シ
ャ
レ
さ
ん
で
も
あ
り
ま

す
。
語
尾
に「
で
す
ぅ
」と
付
け
て
話
す
お
ち
ゃ

め
な
一
面
も
。
日
々
観
光
大
使
と
し
て
町
内
外

を
飛
び
回
り
、
F
a
c
e
b
o
o
k
な
ど
S
N
S

も
駆
使
し
て
、
町
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
一
生

懸
命
で
す
。

町 村 週 報8　平成28年 0 月00日 （第三種郵便物認可） 第2801号

誕
生
日
不
明
、
年
齢
不
詳
。
性
別
に
至
っ
て
は
「
性
を

超
越
し
た
存
在
」
と
の
こ
と
。
2
0
0
8
年
頃
か
ら
棲

息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
2
0
1
4
年
に
ふ
る
さ
と
応

援
大
使
に
任
命
。
特
技
は
、
身
体
を
は
っ
た
P
R
活
動
。

5月1日生まれ。現在、身長180cm、体
重130kgの好奇心旺盛なオスの恐竜。
趣味は化石発掘で、いつか恐竜の全身
が揃った化石を見つけることが夢。

町制記念日である1月15日生まれ。恰好
は武士だが、のんびりおっとりした10歳
の男の子。実はかけっこが得意で、趣味
は散歩と漢字のお勉強。おいしいお水と
スイーツが大好き。

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

8　平成28年 0 月00日

山形県朝日町

群馬県神流町

神奈川県愛川町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
2
0
0
8
年
、
当
時
山
形
市
の
大
学
に
通
っ

て
い
た
大
学
院
生
か
ら
、「
着
ぐ
る
み
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
使
っ
た
地
域
お
こ
し
」
の
持
ち
込
み
企

画
と
し
て
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
ご
当
地

キ
ャ
ラ
と
し
て
は
異
例
の
「
無
個
性
」
な
外
見

を
武
器
に
、
住
民
巻
き
込
み
型
地
域
お
こ
し
を

続
け
て
き
ま
し
た
。「
桃
色
ウ
サ
ヒ
に
何
さ
せ
た

い
？
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
公
式
サ
イ
ト
「
桃

色
ウ
サ
ヒ
の
朝
日
町
探
検
」
で
は
、
住
民
か
ら

の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
さ
せ
な
が
ら
町
内
の
隅
々

ま
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
住
民
と
一
緒
に
考
え
、

行
動
す
る
情
報
発
信
の
新
し
い
形
と
し
て
、
県

内
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
て
、
2
0
1
6

年
に
は
第
31
回
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
総
務

大
臣
賞
を
受
賞
。
山
奥
に
位
置
し
、
公
共
の
交

通
機
関
の
便
も
悪
い
中
、
空
気
を
崇
め
る
神
社

を
作
っ
た
り
、
天
然
温
泉
に
リ
ン
ゴ
を
浮
か
べ

た
り
と
独
自
路
線
の
工
夫
で
走
る
朝
日
町
の「
日

常
」
を
、
今
日
も
身
体
を
は
っ
て
、
適
度
に

P
R
し
て
い
ま
す
！

Vol.15　

東
ブ
ロ
ッ
ク

山
形
県
朝あ

さ

日ひ

町ま
ち

群
馬
県
神か

ん

流な

町ま
ち

次
回
は
、
中
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
信
・
東
海
・
近
畿
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

神
流
町
観
光
大
使

愛
川
町
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

桃も

も

色い

ろ

ウ
サ
ヒ

サ
ウ
ル
ス
く
ん

あ
い
ち
ゃ
ん

神
奈
川
県
愛あ

い

川か
わ

町ま
ち

朝
日
町
非
公
式
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
町
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
産
業
な

ど
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
観
光
振
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
投
票
と
愛

称
の
公
募
を
経
て
2
0
1
1
年
に
「
あ
い
ち
ゃ

ん
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。
小
田
原
の
北
条
軍
と

甲
斐
の
武
田
軍
が
戦
っ
た
、
歴
史
上
名
高
い
山

岳
戦
「
三
増
合
戦
」
が
町
内
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
こ
と
に
ち
な
み
、
武
士
の
姿
を
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
、
町
の

鳥
・
カ
ワ
セ
ミ
を
あ
し
ら
っ
た
兜
と
カ
ワ
セ
ミ

の
羽
根
を
か
た
ど
っ
た
「
し
こ
ろ
」
だ
と
か
。

町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町

外
に
も
積
極
的
に
出
か
け
て
い
く
ア
ク
テ
ィ
ブ

派
。
新
町
発
足
60
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た

町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
あ
い
ち
ゃ
ん
音
頭
」

は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
歌
い
踊
ら
れ
て
皆
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
マ
ド
キ
男
子
ら
し
く

情
報
発
信
も
T
w
i
t
t
e
r
で
継
続
中
。「
愛

が
あ
ふ
れ
る
町
・
愛
川
町
」
の
い
い
と
こ
ろ
を

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
で
最
初
に
恐
竜
の
足
跡
化
石
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
で
有
名
な
神
流
町
に
は
、「
恐
竜

セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
サ
ウ
ル
ス
く
ん
は
、
そ

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
2
0
1
4
年
1
月
1
日
に
は
、
町
の

初
代
観
光
大
使
に
任
命
さ
れ
、
多
忙
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
恐
竜
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
ハ
ヤ
ミ
ナ
く
ん
と
ア
ン
モ
ち
ゃ
ん
と
は
、

今
で
も
仲
良
し
。
大
好
物
も
、
同
セ
ン
タ
ー
の

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
イ
グ
ア
ノ
丼
」
と

「
プ
テ
ラ
ノ
丼
」
な
ん
だ
と
か
。
ぽ
っ
ち
ゃ
り

お
腹
の
三
頭
身
で
す
が
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
名
手

だ
っ
た
り
し
て
、
意
外
や
意
外
、
ス
ポ
ー
ツ
は

万
能
。
日
本
で
最
初
に
見
つ
か
っ
た
恐
竜
の

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
施
さ
れ
た
ス
カ
ー
フ
を
身

に
着
け
る
な
ど
、
オ
シ
ャ
レ
さ
ん
で
も
あ
り
ま

す
。
語
尾
に「
で
す
ぅ
」と
付
け
て
話
す
お
ち
ゃ

め
な
一
面
も
。
日
々
観
光
大
使
と
し
て
町
内
外

を
飛
び
回
り
、
F
a
c
e
b
o
o
k
な
ど
S
N
S

も
駆
使
し
て
、
町
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
一
生

懸
命
で
す
。

　
2
0
0
8
年
、
当
時
山
形
市
の
大
学
に
通
っ

て
い
た
大
学
院
生
か
ら
、「
着
ぐ
る
み
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
使
っ
た
地
域
お
こ
し
」
の
持
ち
込
み
企

画
と
し
て
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
ご
当
地

キ
ャ
ラ
と
し
て
は
異
例
の
「
無
個
性
」
な
外
見

を
武
器
に
、
住
民
巻
き
込
み
型
地
域
お
こ
し
を

続
け
て
き
ま
し
た
。「
桃
色
ウ
サ
ヒ
に
何
さ
せ
た

い
？
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
公
式
サ
イ
ト
「
桃

色
ウ
サ
ヒ
の
朝
日
町
探
検
」
で
は
、
住
民
か
ら

の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
さ
せ
な
が
ら
町
内
の
隅
々

ま
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
住
民
と
一
緒
に
考
え
、

行
動
す
る
情
報
発
信
の
新
し
い
形
と
し
て
、
県

内
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
て
、
2
0
1
6

年
に
は
第
31
回
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
総
務

大
臣
賞
を
受
賞
。
山
奥
と
い
う
公
共
の
交
通
機

関
の
便
が
悪
い
場
所
に
、
空
気
を
崇
め
る
神
社

を
作
っ
た
り
、
天
然
温
泉
に
リ
ン
ゴ
を
浮
か
べ

た
り
と
独
自
路
線
の
工
夫
で
走
る
朝
日
町
の「
日

常
」
を
、
今
日
も
身
体
を
は
っ
て
、
適
度
に

P
R
し
て
い
ま
す
！
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「
災
害
か
ら
い
か
に
身
を
守
れ
る
か
は
、

ど
こ
ま
で
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
」。
こ
れ
は
、
あ
る
地
震
学
者

の
言
葉
で
す
。
災
害
へ
の
対
応
力
は
知
識
や

理
屈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
感
と
し
て
ど
こ

ま
で
危
険
や
切
迫
感
を
感
じ
取
れ
る
か
が
鍵

な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
回
で
は
、
家
庭
で
で
き
る

「
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、い
く
つ
か
述
べ
ま
し
ょ
う
。「
災

害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
？ 

何
そ
れ
？
」
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
や
こ
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
問
一
答
式
の
ゲ
ー

ム
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

以
下
で
は
四
人
家
族
の
ご
主
人
が
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
を
と
る
も
の
と
し
て
話
を
進
め
ま

す
。
災
害
の
種
類
は
、
あ
ま
り
だ
れ
も
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
「
強
い
地
震
」
を
想
定
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
い

く
つ
か
の
カ
ー
ド
を
用
意
し
ま
す
。
次
の
①

〜
③
の
切
り
口
で
カ
ー
ド
に
一
つ
ず
つ
書
き

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
「
い
つ
起
こ
る
か
？
」

　

季
節
は
「
夏
」
と
「
冬
」
の
二
つ
を
想
定
。

次
に
時
間
帯
は
「
平
日
」「
休
日
」「
深
夜
」

の
三
つ
を
用
意
し
ま
す
（
計
五
枚
の
カ
ー
ド

に
書
き
出
し
ま
す
）。

②
「
そ
の
時
、
だ
れ
が
ど
こ
に
い
る
か
？
」

　

こ
れ
は
「
平
日
」「
休
日
」
の
想
定
に
関

連
付
け
ま
す
。「
会
社
」「
自
宅
」「
学
校
」、

あ
る
い
は
「
全
員
在
宅
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
（
場
所
の
数
だ
け
カ
ー
ド
を
用

意
）。

③
「
被
害
は
ど
の
程
度
か
？
」

　
「
停
電
」「
電
話
・
携
帯
が
つ
な
が
ら
な
い
」

「
室
内
は
食
器
棚
や
書
棚
が
倒
れ
て
モ
ノ
が

散
乱
」「
電
車
や
バ
ス
は
運
行
停
止
」
な
ど
、

四
〜
五
枚
を
用
意
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
を
書
き
終
え
た
ら
、
家
族
全
員
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
、
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
始
め
ま
す
。
ま
ず
、
誰
か
代
表
し
て
①

〜
③
の
カ
ー
ド
か
ら
無
作
為
に
一
枚
ず
つ
選

ん
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
ま
す
。
例
え

ば
①
「
夏
」
の
「
平
日
」、②
ご
主
人
は
「
会

社
」、
③
「
電
話
・
携
帯
が
つ
な
が
ら
な
い
」

と
い
っ
た
具
合
に
。

　

な
お
、こ
れ
ら
の
個
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

カ
ー
ド
に
書
い
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
提

示
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ

と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
使
え
ば
、
紙
の

カ
ー
ド
を
使
わ
な
く
て
済
む
し
、
い
ろ
い
ろ

と
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
お
も
し
ろ
い
工
夫
も
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
が
で
き
た
ら
、
こ
の
状
況
を

よ
く
イ
メ
ー
ジ
し
つ
つ
、
次
の
三
つ
の
質
問

に
当
て
は
め
て
家
族
一
人
ひ
と
り
に
答
え
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

•
 （

災
害
発
生
時
）
自
分
の
身
の
安
全
を
守

る
に
は
ど
う
し
ま
す
か
？

•
 （

少
し
落
ち
着
い
た
時
点
）
お
互
い
の
無

事
を
ど
う
や
っ
て
確
認
し
ま
す
か
？

•
 （

周
囲
の
様
子
を
確
認
後
）
こ
の
あ
と
あ

な
た
は
ど
う
行
動
し
ま
す
か
？

　
「
平
日
」
の
場
合
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
居
場

所
も
行
動
の
仕
方
も
異
な
り
ま
す
。
自
分
は

ど
こ
に
い
て
、
ど
う
や
っ
て
自
分
の
身
を
守

る
の
か
、
携
帯
が
つ
な
が
ら
ず
お
互
い
に
安

否
が
分
か
ら
な
い
中
で
、
自
分
は
ど
う
動
け

ば
よ
い
の
か
、
と
い
っ
た
、
普
段
と
は
異
な

る
自
主
的
な
行
動
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
分

か
る
で
し
ょ
う
。
誰
か
が
や
っ
て
き
て
あ
な

た
を
安
全
な
場
所
に
誘
導
し
て
く
れ
る
保
証

な
ど
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
災
害

の
現
実
な
の
で
す
。

　

災
害
時
の
混
乱
や
パ
ニ
ッ
ク
を
避
け
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
、
平
素
か
ら
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
り
得
る
と
想
定
し
、
家
族
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

行
動
の
仕
方
を
決
め
て
お
く
こ
と
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
気

づ
い
た
こ
と
、
新
た
に
発
見
し
た
こ
と
は
、

忘
れ
ず
に
書
き
と
め
て
、
今
後
の
防
災
対
策

に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
す
す
め

Ｂ
Ｃ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
昆
　
　
正
　
和

暮らしの
視　　点

�

新
し
い
国
民
の
祝
日「
山
の
日
」が
誕
生

　

8
月
11
日
は
、
今
年
か
ら
「
山
の
日
」
と

い
う
国
民
の
祝
日
に
な
る
。

　
「
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の
恩
恵

に
感
謝
す
る
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
制
定
さ

れ
た
が
、
と
く
に
山
に
関
す
る
明
確
な
由
来

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　

む
し
ろ
、
こ
の
祝
日
に
よ
り
お
盆
休
み
を

長
く
取
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
大
き
い
。
将

来
、「
海
の
日
（
7
月
第
3
月
曜
日
）」
と
同

様
に
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
の
対
象
に
な

る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
で
日
本
の
祝
日
の
数
は
年
間
16
日

に
。祝
日
が
な
い
月
は
6
月
だ
け
と
な
っ
た
。

冷
房
病
は
夏
の
健
康
管
理
の
課
題

　

冷
房
が
効
い
た
部
屋
に
長
時
間
い
る
と
体

が
冷
え
て
血
行
不
良
と
な
り
、
冷
房
病
の
症

状
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
る
の
で
ご
注
意

を
。
膝
掛
け
や
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
な
ど
を
用
い

て
、
冷
気
が
肌
に
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に

し
よ
う
。

　

ま
た
、
頻
繁
に
室
内
外
を
出
入
り
す
る
人

も
要
注
意
。
人
間
が
対
応
で
き
る
急
激
な
温

度
差
は
5
度
以
内
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、

温
度
調
整
に
注
意
が
必
要
だ
。

　

シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま
さ
ず
、
入
浴
し
て
体
を

温
め
る
こ
と
も
大
切
。
ま
た
、
温
か
い
食
べ

物
で
体
の
中
か
ら
温
め
る
こ
と
も
夏
バ
テ
予

防
に
つ
な
が
る
。

シ
ョ
ー
ト
コ
ラ
ム
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随  想随 想

随　想
　

里
庄
町
は
、
岡
山
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
町
の
中
央
部
を
東
西
に
国
道
２
号
、

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
、
北
部
に
山
陽
自
動
車
道

が
通
る
交
通
利
便
性
の
高
い
ま
ち
で
す
。

総
面
積
は
約
12
㎢
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

で
す
が
、
水
島
と
福
山
の
工
業
地
帯
の
中

間
に
位
置
す
る
こ
と
で
、
優
良
企
業
が
立

地
し
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
口
は
平
成
２
年
に
１
万
人
を
超

え
、
そ
の
後
、
微
増
減
を
繰
り
返
し
な
が

ら
現
在
１
万
１
千
人
前
後
の
安
定
し
た
状

態
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　

気
候
は
、年
間
平
均
気
温
が
16
℃
前
後
、

年
間
平
均
降
水
量
は
１
、
１
０
０
㎜
程
度

で
、
温
暖
小
雨
の
典
型
的
な
瀬
戸
内
海
気

候
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
正
12
年

か
ら
今
日
ま
で
の
約
90
年
間
で
震
度
4
以

上
の
地
震
発
生
件
数
は
少
な
く
（
気
象
庁

デ
ー
タ
）、
地
勢
的
に
も
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
す
。

　

本
町
は
平
成
の
大
合
併
で
近
隣
の
町
が

合
併
す
る
な
か
、
平
成
15
年
12
月
定
例
議

会
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と

き
め
細
や
か
な
住
民
福
祉
の
提
供
を
継
続

す
る
た
め
単
独
自
立
の
道
を
選
択
し
ま
し

た
。
自
立
を
選
択
し
今
年
で
13
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
、
将
来
を
見
据

え
た
町
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
町

民
と
創
る
住
み
や
す
さ
、
や
さ
し
さ
が
実

感
で
き
る
ま
ち
里
庄
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
掲
げ
た
「
第
3
次
里
庄
町
振
興

計
画
後
期
基
本
計
画
」
及
び
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

各
分
野
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
具
体
的
施
策
と
し
て

は
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の
充
実
、
親
子
ク
ラ

ブ
（
こ
ず
え
会
）
や
愛
育
委
員
会
に
よ
る

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
な
ど
様
々
な
子
育
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
ま
で

の
小
児
医
療
費
助
成
、保
育
料
の
支
援（
幼

稚
園
は
無
料
、
保
育
園
も
２
人
目
か
ら
無

料
）
な
ど
の
経
済
的
な
支
援
や
、
預
か
り

保
育
と
学
童
保
育
に
よ
る
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
各
小
中
学
校

の
全
学
年
が
食
堂
で
一
緒
に
な
っ
て
フ
ァ

ミ
リ
ー
給
食
を
実
施
し
、
学
年
を
越
え
た

交
流
に
よ
る
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、学
校
生
活
支
援
員
、

小
中
連
携
支
援
員
を
重
点
的
に
配
置
す
る

ほ
か
、
専
門
性
の
高
い
外
国
語
指
導
助
手

を
採
用
す
る
な
ど
教
育
に
は
特
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
原
子
物
理
学
の
父
」
と
呼
ば

れ
る
「
仁
科
芳
雄
博
士
」
は
本
町
出
身
の

偉
人
で
す
。
仁
科
博
士
は
東
京
帝
国
大
学

を
主
席
で
卒
業
後
、
理
化
学
研
究
所
に
入

り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
。
そ
こ
で
量
子
力

学
に
お
い
て
世
界
的
な
業
績
を
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
戦
後
は
理
化
学
研
究
所
所
長
と

し
て
実
績
を
積
ま
れ
た
ほ
か
、
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
「
湯
川
秀
樹
博

士
」
や
「
朝
永
振
一
郎
博
士
」
の
指
導
に

も
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
仁
科

博
士
に
続
く
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、

中
高
校
生
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
、
中
学
生
の
国
内
外
研
修
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
な
ど
国
内
の
著
名
な
科
学
者
を

招
い
て
の
理
研
セ
ミ
ナ
ー
や
科
学
講
演
会

等
の
顕
彰
事
業
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
科
学
講
演
会
は
１
１
３
番
元

素
を
発
見
し
た
森
田
教
授
の
講
演
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

産
業
構
造
は
、
第
2
次
産
業
の
割
合
が

高
く
、
食
品
、
機
械
、
化
学
関
係
の
製
造

業
が
国
道
2
号
沿
線
を
中
心
に
立
地
し
て

お
り
、
製
造
品
出
荷
額
は
、
２
、
４
３
８

億
円
（
平
成
24
年
工
業
統
計
）
と
県
内
第

5
位
（
町
村
内
で
は
ト
ッ
プ
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
若
者
に
と
っ

て
地
元
就
職
の
場
と
な
り
、
定
住
促
進
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
第
１
次
産
業
の
農
業
は
、
温
暖

な
気
候
を
活
か
し
て
稲
作
・
果
樹
を
主
体

に
生
産
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
核
家

族
化
や
高
齢
化
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が
増

加
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
21

年
度
か
ら
『
耕
作
放
棄
地
解
消
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
』
を
立
ち
上
げ
、『
ま
こ
も

た
け
』
の
栽
培
実
証
実
験
を
開
始
し
、
平

成
23
年
度
か
ら
は
、
生
産
者
に
よ
る
本
格

的
な
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
生
に
よ
る
田
植
え
や
収
穫
体
験
な
ど
の

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
作
付
面
積
も

徐
々
に
増
え
耕
作
放
棄
地
が
再
び
青
々
と

し
た
水
田
に
よ
み
が
え
り
、
水
辺
の
鳥
た

ち
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
『
ま
こ
も
た
け
』
は
、
イ
ネ
科
の
多

年
草
で
す
。
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
な
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
、
ア
ク
や

ク
セ
が
な
く
、
和
洋
中
と
ど
ん
な
料
理
に

も
合
い
ま
す
。
現
在「
ま
こ
も
バ
ー
ガ
ー
」

を
は
じ
め
と
し
た
新
商
品
が
開
発
さ
れ
る

な
ど
６
次
産
業
化
を
図
り
販
路
拡
大
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、美
し
い
森
、

つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園
、
仁
科
芳
雄
博
士

生
家
及
び
仁
科
会
館
な
ど
、
森
林
の
中
で

自
然
に
親
し
め
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
科

学
ま
で
幅
広
い
分
野
を
楽
し
め
る
施
設
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、『
ま
こ
も
た
け
』

の
収
穫
時
期
の
10
月
頃
に
な
る
と
町
内
各

所
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
料
理
店
で
ま
こ
も
料

理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
里
庄
町
を
訪
れ
「
観
て
、
ふ
れ
て
、
楽

し
ん
で
」
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
おお

内
うち

　恒
つね

章
あき

岡山県里
さと

庄
しょう

町長

「町民と創る住みやすさ、
やさしさが実感できるまち里庄」
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「ゆとり」と「やすらぎ」のひととき

静かさと心地よさに配慮し、室内インテリア全体を落ち着いた雰囲気にまとめ、
ゆったりとしたやすらぎのひとときをお届けいたします。

全国町村会館へのアクセスガイド

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html

お電話でのご予約・お問い合わせは

TEL 03（3581）0471
FAX 03（3581）0220
〒100-0014  東京都千代田区永田町 1丁目 11 番 35 号

TIME of RELAXING

金曜日料金

土・日・祝日料金

金曜日料金

土・日・祝日料金

 

金曜日料金

土・日・祝日料金

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

洋室シングル

洋室ダブル

洋室ツイン

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

SINGLE
ROOM

TWIN
ROOM

DOUBLE
ROOM

会議室・宴会場

カジュアルレストラン「ペルラン」

2階には広さと設備が多彩な、大小4つのホー
ル、会議室。高い機能性を持ち、さまざまな演
出が可能です。会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。 

ランチタイム11:00 ～ 14:00
ティータイム14:00 ～ 17:00
ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

和室もございますのでお問い合わせ下さい。
禁煙ルームをご用意しております。

土・日・祝日のご宿泊は、
平日料金の20％OFF
金曜日のご宿泊は、
平日料金の15％OFF

和食処「さいかち」

ランチタイム11:30 ～ 14:30
（14:00 ラストオーダー）

ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

土・日・祝日は
リーズナブルにシングル 119 室

平日料金10,100円より

※1名利用の場合 9,600 円

※1名利用の場合 11,400 円

8,600円より

※1名利用の場合 9,000 円

8,100円より

ダブル 12室
平日料金13,700 円 
〈2名利用〉

11,600円

10,900円

ツイン17室
平日料金19,000円より 
〈2名利用〉

16,200円より

15,200円より

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」3番出口徒歩 1分
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩 8分
■タクシー東京駅から約 20 分

WEB からのご宿泊予約は、特別料金（部屋数限定）がございます。

ホームページは 全国町村会館 検索


